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○代表者の強いリーダーシップのもとに三重県に特色ある総合環境研究お

よび環境教育が推進されている。代表者が十分にマネージャーとしての役割

も果たしている。メンバー間の連携による成果が論文等に反映されることが

期待される。環境研究は三重大学の柱となり得るので、全学的融合研究に発

展することも期待したい。 

 

○成果としてどのようなものが生み出されたのか不明確な印象でした。その

ことは将来の人材育成や新たな知見の創出にとって重要だと思われる。 

 

○本研究は、国際的なネットワーク型環境教育の拠点形成を行うことが主目

的であるが、その目的に照らすと、韓国の各専門家と共同研究チームを構成

し、種々の調査を実施したことは、目的達成の第一歩として評価出来る。ま

た、日本の「四日市学」が「アジア学」での道程に位置する可能性が高いと

いう新たな知見が得られたことも成果の１つと考えられる。これらの成果は

構成員の有機的連携なくしてはあり得ないことは明らかである。今後の展望

は総花的に感じられるから、焦点を絞って取り組むべきでなないか。 

 


